
 

 

 

 

 

 

 
中学生とは・・・ 

  令和８年度、新年度がスタートしました。ご進級、ご入学おめでとうございます。 

大仁中学校での２年目を迎えることになりました校長の渡辺健幸と申します。今年度も

よろしくお願いいたします。 

生徒の成長を見守り支援するとともに、大仁中学校の素晴らしい伝統をさらに引き継い

でいきたいと思います。 

入学式前日の準備、始業式、新任式、入学式での生徒の様子を見てあらためて驚きました。物事

に一生懸命取り組む姿に感動しています。この生徒の表れは、地域や保護者の皆様の普段からの

子供達への温かな関わりがもたらすものと感じました。 

 さて、話は変わりますが、中学生とはどのような年代でしょうか。大人でしょうか。子供でしょうか。

電車は大人料金になりますが、博物館や遊園地などでは中人料金が設定されることがあります。

いろいろな区分がありますが、少なくとも「子供ではない」と言えます。「子供と大人の中間が中学

生。子供から大人になる勉強をするのが中学校。」なのではないでしょうか。 

 渦中にいる中学生は、自分を客観的に見ることが難しいでしょう。しかし、自分を客観的に見始

める時期でもあります。 

そこで、ここからは大中生あての文章になりますが、自分がどのように見られたいのか考えるとよ

いと思います。中学生は「なりたい自分」を決める時期でもあります。思春期とか「青春」といわれ

る年代です。なりたい自分を決めるためのモデルは身近にいる大人です。両親だったり先生だった

りします。 

時には大人の行動がずるいと感じることもあるでしょう。それが反発や反抗になったりします。反

発や反抗は、なりたい自分を決めるために避けられない過程で、誰にでもあります。それを理解し、

中学３年間の中で順調に思春期・反抗期を過ごし、立派な大人になることを願っています。   

                 （文責 渡辺健幸） 
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桜が満開の大中坂に、春の日差しが穏やかに降り注ぐ中、令

和８年度入学式が行われました。本年度は１２４名の新入生が、

中学校生活の第一歩を進み始めました。「新入生誓いの言葉」では、代表の小見君が、本校の校訓で

ある「咲き誇る」の言葉を胸に、先輩方が築いてきた歴史と伝統を重んじる決意を力強く述べまし

た。また、自ら問い、考え、表現できる人間を目指して努力し、実りある三年間を送ることを誓う

その姿は、非常に頼もしく感じられました。新しい仲間と共に過ごす日々が、笑顔と希望で満ちあ

ふれたものとなるよう、そして一人ひとりが自分らしく成長していく姿を職員一同温かく見守って

いきたいと思います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

4月 15日（水）、新入生歓迎会が行われました。新入生を迎える先輩たちの熱い想いが詰まった

会となりました。当日の様子を振り返ります。生徒会長、足立さんの温かな挨拶の後、ユニフォー

ム姿の部長たちによる部活動紹介が行われました。各部の目標や活動内容を個性豊かなパフォーマ

ンスを交えて披露。その堂々とした振る舞いは、新入生にとって頼もしく映ったのではないでしょ

うか。現在は部活動体験が始まり、興味のある部活動に実際に参加しています。5月 7日の連休明

けの正式入部が待ち遠いですね。交流タイムでは「大中クイズ」に挑戦しました。楽しく学校のこ

とを知るうちに、緊張していた新入生の表情も次第に和らいでいきました。交流の後は、2・3年生

による歌のプレゼントです。披露されたのは『輝くために』。先輩らしい厚みのあるハーモニーは、

まさに圧巻でした。会の締めくくりを飾ったのは、応援団×吹奏楽のエールです。応援団のエール

と校歌に加え、吹奏楽部が演奏する『狙い撃ち』のリズムに合わせた大迫力の応援により、体育館

全体が一体感に包まれました。新入生の中には、応援団に入って激励会で活躍したいと思った一年

生も多かったのではないでしょうか。最後には、これからの行事の柱となる「縦割り色決め」が行

われました。今年は赤、青、緑、黄色の４色に分かれます。 素晴らしい歌声と力強いエールを受け

て、これからの学校生活がより一層楽しみになる、最高のスタートとなりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


